
横浜市立緑小学校

知識・技能 思考力・判断力・表現力 主体的に学習に取り組む態度

4
つないで、つない
で、一つのお話

1
自分が聞こうとする意図に応じて，話の内容を捉え，自
分の考えをまとめることができる。

言葉には，相手とのつながりをつ
くる働きがあることに気づいてい
る。

「話すこと・聞くこと」におい
て，自分が聞こうとする意図に応
じて，話の内容を捉え，自分の考
えをまとめている。

進んでつながりを捉えながら話を聞き，
見通しをもって話を作ろうとしている。

4
春の小川/小景異
情　続けてみよう

1
これまでに身につけてきた音読の技能をいかして，詩を
音読することができる。

これまでに身につけてきた音読の
技能をいかして，詩を音読してい
る。

「読むこと」において，詩の全体
像を具体的に想像したり，表現の
効果を考えたりしている。

音読の技能をいかすことに進んで取り組
み，互いの表現の意図に応じて詩の音読
について感想を交流しようとしている。

4 帰り道 4

・登場人物の相互関係や心情などについて，描写を基に
捉えることができる。
・人物像や物語の全体像を具体的に想像することができ
る。

自分の思いや考えが聞き手に伝わ
るように文章を音読している。

・「読むこと」において，登場人
物の相互関係や心情などについ
て，描写を基に捉えている。
・「読むこと」において，人物像
や物語の全体像を具体的に想像し
ている。

進んで視点の違いに着目して心情などを
捉えて読み，学習の見通しをもって感想
を書いて伝え合おうとしている。

4
地域の施設を活
用しよう

1
日常的に読書に親しみ，読書が，自分の考えを広げるこ
とに役立つことに気づくことができる。

日常的に読書に親しみ，読書が，
自分の考えを広げることに役立つ
ことに気づいている。

読書生活に関わる地域の施設に関心をも
つとともに，目的に応じて進んでそれら
を活用しようとしている。

4
漢字の形と音・意
味

2 漢字の由来，特質などについて理解することができる。

・第６学年までに配当されている
漢字を読むとともに，漸次書き，
文や文章の中で使っている。
・漢字の由来，特質などについて
理解している。

進んで漢字の由来，特質についての理解
を深め，今までの学習をいかして漢字を
文や文章の中で使おうとしている。

4 春のいぶき 2
語句と語句との関係について理解し，語彙を豊かにする
とともに，語感や言葉の使い方に対する感覚を意識し
て，語や語句を使うことができる。

語句と語句との関係について理解
し，語彙を豊かにするとともに，
語感や言葉の使い方に対する感覚
を意識して，語や語句を使ってい
る。

「書くこと」において，目的や意
図に応じて，感じたことや考えた
ことなどから書くことを選び，伝
えたいことを明確にしている。

積極的に季節を表す語彙を豊かにし，表
現の意図に応じて言葉を吟味しながら，
俳句や短歌を作ろうとしている。

5
聞いて考えを深め
よう

6
話し手の目的や自分が聞こうとする意図に応じて，話の
内容を捉え，話し手の考えと比較しながら，自分の考え
をまとめることができる。

文と文との接続の関係，話の構成
や展開について理解している。

「話すこと・聞くこと」におい
て，話し手の目的や自分が聞こう
とする意図に応じて，話の内容を
捉え，話し手の考えと比較しなが
ら，自分の考えをまとめている。

互いの考えを比較しながら進んで話を聞
き，学習の見通しをもって自分の考えを
まとめようとしている。

5 漢字の広場① 1
第５学年までに配当されている漢字を書き，文や文章の
中で使うことができる。

第５学年までに配当されている漢
字を書き，文や文章の中で使って
いる。

「書くこと」において，書き表し
方などに着目して，文や文章を整
えている。

第５学年までに配当されている漢字を積
極的に使い，学習課題に沿って出来事を
説明する文章を書こうとしている。

5

笑うから楽しい
時計の時間と心
の時間
[情報]主張と事例

7

・原因と結果など情報と情報との関係について理解する
ことができる。
・事実と感想，意見などとの関係を叙述を基に押さえ，
文章全体の構成を捉えて要旨を把握することができる。

原因と結果など情報と情報との関
係について理解している。

・「読むこと」において，事実と
感想，意見などとの関係を叙述を
基に押さえ，文章全体の構成を捉
えて要旨を把握している。
・「読むこと」において，目的に
応じて，文章と図表などを結び付
けるなどして必要な情報を見つけ
たり，論の進め方について考えた
りしている。
・「読むこと」において，文章を
読んで理解したことに基づいて，
自分の考えをまとめている。

進んで主張と事例の関係を捉えて読み，
学習課題に沿って自分の考えをまとめて
発表しようとしている。

5
話し言葉と書き言
葉

1 話し言葉と書き言葉の違いに気づくことができる。
話し言葉と書き言葉の違いに気づ
いている。

進んで話し言葉と書き言葉の違いについ
ての理解を深め，場面や相手に応じて適
切な表現をしようとしている。

6 たのしみは 3
構成や書き表し方などに着目して，短歌を整えることが
できる。

・語感や言葉の使い方に対する感
覚を意識して，語や語句を使って
いる。
・古典について解説した文章を読
んだり作品の内容の大体を知った
りすることを通して，昔の人のも
のの見方や感じ方について知識を
得ている。

　・「書くこと」において，構成
や書き表し方などに着目して，短
歌を整えている。
・「書くこと」において，短歌に
対する感想や意見を伝え合い，自
分の作品のよいところを見つけて
いる。

書き表し方に着目して表現を整えること
に粘り強く取り組み，今までの学習をい
かして短歌を作ろうとしている。

6 文の組み立て 2
文の中での語句の係り方や語順について理解することが
できる。

文の中での語句の係り方や語順に
ついて理解している。

進んで語句の係り方や語順についての理
解を深め，表現の意図に応じて分かりや
すく文を組み立てていこうとしている。

6 天地の文 1
近代以降の文語調の文章を音読するなどして，言葉の響
きやリズムに親しむことができる。

・近代以降の文語調の文章を音読
するなどして，言葉の響きやリズ
ムに親しんでいる。
・古典について解説した文章を読
んだり作品の内容の大体を知った
りすることを通して，昔の人のも
のの見方や感じ方について知識を
得ている。

進んで文語調の文章の言葉の響きやリズ
ムに親しみ，今までの学習をいかして音
読しようとしている。

6
[情報]情報と情報
をつなげて伝える
と

2
情報と情報との関係づけのしかた，図などによる語句と
語句との関係の表し方を理解し使うことができる。

情報と情報との関係づけのしか
た，図などによる語句と語句との
関係の表し方を理解し使ってい
る。

「書くこと」において，目的や意
図に応じて，集めた材料を分類し
たり関係づけたりして，伝えたい
ことを明確にしている。

進んで情報と情報との関係づけのしかた
について理解を深め，学習課題に沿って
分かりやすく書いて伝えようとしてい
る。

観点別評価規準
《単元目標》時数《単元名・教材名》月

令和3年度　６年（国語科）　年間計画および評価の概要



6
私たちにできるこ
と

10
筋道の通った文章となるように，文章全体の構成や展開
を考えることができる。

文章の構成や展開，文章の種類と
その特徴について理解している。

・「書くこと」において，目的や
意図に応じて，感じたことや考え
たことなどから書くことを選び，
集めた材料を分類したり関係づけ
たりして，伝えたいことを明確に
している。
・「書くこと」において，筋道の
通った文章となるように，文章全
体の構成や展開を考えている。
・「書くこと」において，目的や
意図に応じて簡単に書いたり詳し
く書いたりするとともに，事実と
感想，意見とを区別して書いたり
するなど，自分の考えが伝わるよ
うに書き表し方を工夫している。

筋道の通った文章となるように，粘り強
く文章全体の構成を考え，学習の見通し
をもって提案する文章を書こうとしてい
る。

7 夏のさかり 2
語句と語句との関係について理解し，語彙を豊かにする
とともに，語感や言葉の使い方に対する感覚を意識し
て，語や語句を使うことができる。

語句と語句との関係について理解
し，語彙を豊かにするとともに，
語感や言葉の使い方に対する感覚
を意識して，語や語句を使ってい
る。

「書くこと」において，目的や意
図に応じて，感じたことや考えた
ことなどから書くことを選び，伝
えたいことを明確にしている。

積極的に季節を表す語彙を豊かにし，意
図に応じて言葉を吟味しながら手紙を書
こうとしている。

7 私と本　森へ 5
日常的に読書に親しみ，読書が，自分の考えを広げるこ
とに役立つことに気づくことができる。

日常的に読書に親しみ，読書が，
自分の考えを広げることに役立つ
ことに気づいている。

・「読むこと」において，文章を
読んで理解したことに基づいて，
自分の考えをまとめている。
・「読むこと」において，文章を
読んでまとめた意見や感想を共有
し，自分の考えを広げている。

進んで読書の役割についての理解を深
め，これまでの読書生活を振り返って，
テーマに着目した本の交流をしようとし
ている。

８・９
せんねん　まんね
ん

1
詩の全体像を具体的に想像したり，表現の効果を考えた
りすることができる。

比喩や反復などの表現の工夫に気
づいている。

「読むこと」において，詩の全体
像を具体的に想像したり，表現の
効果を考えたりしている。

楽しみながら詩の表現の工夫とその効果
を考え，今までの学習をいかして互いの
考えを伝え合おうとしている。

８・９
いちばん大事なも
のは

2
互いの立場や意図を明確にしながら計画的に話し合い，
考えを広げたりまとめたりすることができる。

思考に関わる語句の量を増し，話
や文章の中で使っている。

「話すこと・聞くこと」におい
て，互いの立場や意図を明確にし
ながら計画的に話し合い，考えを
広げたりまとめたりしている。

積極的に自分の考えを広げたりまとめた
りしながら，学習の見通しをもって互い
の考えを尋ね合おうとしている。

８・９ 利用案内を読もう 3
目的に応じて，文章と図表などを結び付けるなどして必
要な情報を見つけることができる。

文章の種類とその特徴について理
解している。

・「読むこと」において，目的に
応じて，文章と図表などを結び付
けるなどして必要な情報を見つけ
ている。
・「読むこと」において，文章を
読んで理解したことに基づいて，
自分の考えをまとめている。

身の回りのさまざまな媒体から必要な情
報を見つけることに関心をもち，学習課
題に沿って効果的な読み方について交流
しようとしている。

８・９ 熟語の成り立ち 2 語句の構成や変化について理解することができる。

・第６学年までに配当されている
漢字を読むとともに，漸次書き，
文や文章の中で使っている。
・語句の構成や変化について理解
している。

進んで熟語の構成についての理解を深
め，学習課題に沿って熟語を調べたり書
いたりしようとしている。

８・９ 漢字の広場② 1
第５学年までに配当されている漢字を書き，文や文章の
中で使うことができる。

第５学年までに配当されている漢
字を書き，文や文章の中で使って
いる。

「書くこと」において，書き表し
方などに着目して，文や文章を整
えている。

第５学年までに配当されている漢字を積
極的に使い，学習課題に沿って出来事を
説明する文章を書こうとしている。

８・９

やまなし
[資料]イーハトー
ヴの夢

8
文章を読んで理解したことに基づいて，自分の考えをま
とめることができる。

比喩や反復などの表現の工夫に気
づいている。

・「読むこと」において，人物像
や物語の全体像を具体的に想像し
たり，表現の効果を考えたりして
いる。
・「読むこと」において，文章を
読んで理解したことに基づいて，
自分の考えをまとめている。

表現や構成等に着目して作品世界を捉え
ることに粘り強く取り組み，学習の見通
しをもって自分の考えを書こうとしてい
る。

10 言葉の変化 2
語句の由来などに関心をもつとともに，時間の経過によ
る言葉の変化や世代による言葉の違いに気づくことがで
きる。

語句の由来などに関心をもつとと
もに，時間の経過による言葉の変
化や世代による言葉の違いに気づ
いている。

時代や世代による言葉の違いについて進
んで理解を深め，学習課題に沿って変化
した言葉について調べようとしている。

10 秋深し 2
語句と語句との関係について理解し，語彙を豊かにする
とともに，語感や言葉の使い方に対する感覚を意識し
て，語や語句を使うことができる。

語句と語句との関係について理解
し，語彙を豊かにするとともに，
語感や言葉の使い方に対する感覚
を意識して，語や語句を使ってい
る。

「書くこと」において，目的や意
図に応じて，感じたことや考えた
ことなどから書くことを選び，伝
えたいことを明確にしている。

積極的に季節を表す語彙を豊かにし，表
現の意図に応じて言葉を吟味しながら俳
句や短歌を作ろうとしている。

10

みんなで楽しく過
ごすために
[コラム]伝えにくい
ことを伝える

6

・言葉には，相手とのつながりをつくる働きがあること
に気づくことができる。
・互いの立場や意図を明確にしながら計画的に話し合
い，考えを広げたりまとめたりすることができる。

・言葉には，相手とのつながりを
つくる働きがあることに気づいて
いる。
・情報と情報との関係づけのしか
た，図などによる語句と語句との
関係の表し方を理解し使ってい
る。

・「話すこと・聞くこと」におい
て，目的や意図に応じて，日常生
活の中から話題を決め，集めた材
料を分類したり関係づけたりし
て，伝え合う内容を検討してい
る。
・「話すこと・聞くこと」におい
て，互いの立場や意図を明確にし
ながら計画的に話し合い，考えを
広げたりまとめたりしている。

言葉を通じて積極的に人と関わり，目的
や条件に応じて，よりよい解決に向けて
見通しをもって話し合おうとしている。

10 漢字の広場③ 1
第５学年までに配当されている漢字を書き，文や文章の
中で使うことができる。

第５学年までに配当されている漢
字を書き，文や文章の中で使って
いる。

「書くこと」において，書き表し
方などに着目して，文や文章を整
えている。

第５学年までに配当されている漢字を積
極的に使い，学習課題に沿って物語を書
こうとしている。



11

「鳥獣戯画」を読
む
[情報]調べた情
報の用い方
日本の文化を発
信しよう

11

・筋道の通った文章となるように，文章全体の構成や展
開を考えることができる。
・引用したり，図表やグラフなどを用いたりして，自分
の考えが伝わるように書き表し方を工夫することができ
る。
・目的に応じて，文章と図表などを結び付けるなどして
必要な情報を見つけたり，論の進め方について考えたり
することができる。

日常的に読書に親しみ，読書が，
自分の考えを広げることに役立つ
ことに気づいている。

・「書くこと」において，筋道の
通った文章となるように，文章全
体の構成や展開を考えている。
・「書くこと」において，引用し
たり，図表やグラフなどを用いた
りして，自分の考えが伝わるよう
に書き表し方を工夫している。
・「読むこと」において，目的に
応じて，文章と図表などを結び付
けるなどして必要な情報を見つけ
たり，論の進め方について考えた
りしている。

文章と図表などを結び付けて必要な情報
を読み取ったり，構成を工夫して書き表
したりすることに粘り強く取り組み，学
習の見通しをもってパンフレットを作ろ
うとしている。

11
古典芸能の世界
一演じて伝える

1
古典について解説した文章を読んだり作品の内容の大体
を知ったりすることを通して，昔の人のものの見方や感
じ方を知ることができる。

古典について解説した文章を読ん
だり作品の内容の大体を知ったり
することを通して，昔の人のもの
の見方や感じ方について知識を得
ている。

古典芸能について関心をもち，理解を深
めるとともに，学習課題に沿って交流し
ようとしている。

11
カンジー博士の
漢字学習の秘伝

2
第６学年までに配当されている漢字を読むとともに，漸
次書き，文や文章の中で使うことができる。

・文や文章の中で漢字と仮名を適
切に使い分けるとともに，送り仮
名や仮名遣いに注意して正しく書
いている。
・第６学年までに配当されている
漢字を読むとともに，漸次書き，
文や文章の中で使っている。

工夫して漢字学習を行うことに進んで取
り組み，今までの学習をいかして漢字を
正しく書こうとしている。

11 漢字の広場④ 1
第５学年までに配当されている漢字を書き，文や文章の
中で使うことができる。

第５学年までに配当されている漢
字を書き，文や文章の中で使って
いる。

「書くこと」において，書き表し
方などに着目して，文や文章を整
えている。

第５学年までに配当されている漢字を積
極的に使い，学習課題に沿って出来事を
説明する文章を書こうとしている。

12
狂言　柿山伏「柿
山伏について」

4
親しみやすい古典芸能の文章を音読するなどして，言葉
の響きやリズムに親しむことができる。

・親しみやすい古典芸能の文章を
音読するなどして，言葉の響きや
リズムに親しんでいる。
・古典について解説した文章を読
んだり作品の内容の大体を知った
りすることを通して，昔の人のも
のの見方や感じ方についての知識
を得ている。

「読むこと」において，人物像や
物語などの全体像を具体的に想像
したり，表現の効果を考えたりし
ている。

狂言や昔の人のものの見方・考え方への
理解を進んで深め，今までの学習をいか
して「柿山伏」を音読しようとしてい
る。

12
大切にしたい言
葉

6

目的や意図に応じて簡単に書いたり詳しく書いたりする
とともに，事実と感想，意見とを区別して書いたりする
など，自分の考えが伝わるように書き表し方を工夫する
ことができる。

語感や言葉の使い方に対する感覚
を意識して，語や語句を使ってい
る。

・「書くこと」において，目的や
意図に応じて，感じたことや考え
たことなどから書くことを選び，
伝えたいことを明確にしている。
・「書くこと」において，目的や
意図に応じて簡単に書いたり詳し
く書いたりするとともに，事実と
感想，意見とを区別して書いたり
するなど，自分の考えが伝わるよ
うに書き表し方を工夫している。
・「書くこと」において，文章に
対する感想や意見を伝え合い，自
分の文章のよいところを見つけて
いる。

自分の考えが伝わるように書き表し方を
粘り強く吟味し，見通しをもって大切に
したい言葉についての文章を書こうとし
ている。

12 漢字の広場⑤ 1
第５学年までに配当されている漢字を書き，文や文章の
中で使うことができる。

第５学年までに配当されている漢
字を書き，文や文章の中で使って
いる。

「書くこと」において，書き表し
方などに着目して，文や文章を整
えている。

第５学年までに配当されている漢字を積
極的に使い，学習課題に沿って出来事を
説明する文章を書こうとしている。

12 冬のおとずれ 2
語句と語句との関係について理解し，語彙を豊かにする
とともに，語感や言葉の使い方に対する感覚を意識し
て，語や語句を使うことができる。

語句と語句との関係について理解
し，語彙を豊かにするとともに，
語感や言葉の使い方に対する感覚
を意識して，語や語句を使ってい
る。

「書くこと」において，目的や意
図に応じて，感じたことや考えた
ことなどから書くことを選び，伝
えたいことを明確にしている。

積極的に季節を表す語彙を豊かにし，意
図に応じて言葉を吟味しながら手紙を書
こうとしている。

1
詩を朗読して紹介
しよう

2
自分が感じたことが伝わるように，詩を朗読することが
できる。

・自分が感じたことが伝わるよう
に，詩を朗読している。
・ 日常的に読書に親しみ，読書
が，自分の考えを広げることに役
立つことに気づいている。

「読むこと」において，詩の全体
像を具体的に想像したり，表現の
効果を考えたりしている。

自分が感じたことが伝わるように進んで
朗読のしかたを考え，今までの学習をい
かして気に入った詩を紹介しようとして
いる。

1 仮名の由来 1 仮名の由来，特質などについて理解することができる。
仮名の由来，特質などについて理
解している。

進んで仮名の由来や特質に対する理解を
深め，今までの学習をいかして適切に文
字を読んだり書いたりしようとしてい
る。

1

メディアと人間社
会
大切な人と深くつ
ながるために
[資料]プログラミン
グで未来を創る

6

・文章を読んで理解したことに基づいて，自分の考えを
まとめることができる。
・文章を読んでまとめた意見や感想を共有し，自分の考
えを広げることができる。

文と文との接続の関係，文章の構
成や展開について理解している。

・「読むこと」において，事実と
感想，意見などとの関係を叙述を
基に押さえ，文章全体の構成を捉
えて要旨を把握している。
・「読むこと」において，文章を
読んで理解したことに基づいて，
自分の考えをまとめている。
・「読むこと」において，文章を
読んでまとめた意見や感想を共有
し，自分の考えを広げている。

複数の文章を読んで自分の考えをまとめ
ることに粘り強く取り組み，学習課題に
沿って互いの意見を交流しようとしてい
る。



1

漢字を正しく使え
るように
[コラム]覚えてお
きたい言葉

2
第５学年までに配当されている漢字を書き，文や文章の
中で使うとともに，第６学年に配当されている漢字を漸
次書き，文や文章の中で使うことができる。

第５学年までに配当されている漢
字を書き，文や文章の中で使うと
ともに，第６学年に配当されてい
る漢字を漸次書き，文や文章の中
で使っている。

第６学年に配当されている漢字の学習に
粘り強く取り組み，今までの学習をいか
して同じ読み方をする漢字を正しく使お
うとしている。

2
人を引きつける表
現

3 比喩や反復などの表現の工夫に気づくことができる。

・語句と語句との関係について理
解し，語彙を豊かにするととも
に，語感や言葉の使い方に対する
感覚を意識して，語や語句を使っ
ている。
・比喩や反復などの表現の工夫に
気づいている。

・「書くこと」において，目的や
意図に応じて，感じたことや考え
たことなどから書くことを選び，
伝えたいことを明確にしている。
・「書くこと」において，文章全
体の構成や書き表し方などに着目
して，文や文章を整えている。

比喩や反復などの表現の工夫に関心をも
ち，学習課題に沿って説明する文章を書
こうとしている。

2 思い出を言葉に 7

・目的や意図に応じて，感じたことや考えたことなどか
ら書くことを選び，伝えたいことを明確にすることがで
きる。
・作品全体の構成や展開が明確になっているかなど，作
品に対する感想や意見を伝え合い，自分の作品のよいと
ころを見つけることができる。

比喩や反復などの表現の工夫に気
づいている。

・「書くこと」において，目的や
意図に応じて，感じたことや考え
たことなどから書くことを選び，
伝えたいことを明確にしている。
・「書くこと」において，作品全
体の構成や書き表し方などに着目
して，作品を整えている。
・「書くこと」において，作品全
体の構成や展開が明確になってい
るかなど，作品に対する感想や意
見を伝え合い，自分の作品のよい
ところを見つけている。

伝えたいことを明確にすることに粘り強
く取り組み，学習の見通しをもって経験
と自分にとっての意味について形式を選
んで書こうとしている。

2 今、私は、ぼくは 6
資料を活用するなどして，自分の考えが伝わるように表
現を工夫することができる。

文の中での語句の係り方や語順，
文と文との接続の関係，話の構成
や展開について理解している。

・「話すこと・聞くこと」におい
て，話の内容が明確になるよう
に，事実と感想，意見とを区別す
るなど，話の構成を考えている。
・「話すこと・聞くこと」におい
て，資料を活用するなどして，自
分の考えが伝わるように表現を工
夫している。

資料を活用して自分の考えを表現するこ
とに意欲的に取り組み，聞き手の知識や
反応等に応じてより効果的なスピーチに
しようとしている。

3 漢字の広場⑥ 1
第５学年までに配当されている漢字を書き，文や文章の
中で使うことができる。

第５学年までに配当されている漢
字を書き，文や文章の中で使って
いる。

「書くこと」において，書き表し
方などに着目して，文や文章を整
えている。

第５学年までに配当されている漢字を積
極的に使い，学習課題に沿って文章を書
こうとしている。

3 海の命 6
文章を読んでまとめた意見や感想を共有し，自分の考え
を広げることができる。

語句と語句との関係，語感や言葉
の使い方に対する感覚を意識し
て，語や語句を使っている。

・「読むこと」において，人物像
や物語の全体像を具体的に想像し
たり，表現の効果を考えたりして
いる。
・「読むこと」において，文章を
読んで理解したことに基づいて，
自分の考えをまとめている。
・「読むこと」において，文章を
読んでまとめた意見や感想を共有
し，自分の考えを広げている。

登場人物の関係等に着目して自分の考え
を広げることに進んで取り組み，学習課
題に沿って互いの意見を交流しようとし
ている。

3

中学校へつなげ
よう
生きる
今、あなたに考え
てほしいこと

4
文章を読んでまとめた意見や感想を共有し，自分の考え
を広げることができる。

・比喩や反復などの表現の工夫に
気づいている。
・自分が思ったことや考えたこと
が伝わるように詩を朗読してい
る。

・「読むこと」において，文章を
読んで理解したことに基づいて，
自分の考えをまとめている。
・「読むこと」において，文章を
読んでまとめた意見や感想を共有
し，自分の考えを広げている。

読んで考えたことを積極的に共有し，今
までに学んだ言葉の力を振り返って，生
活の中で言葉をよりよく使っていこうと
している。


